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(1) 目的： 人間活動と環境の関係を，GIS を用いて大

量の小地域データを処理して空間的・統計的に検

証する研究が行われている．農業についてこの種

の検証を行う場合，通常の最小の地区単位は農業

センサスの農業集落である．しかし農業集落のデ

ータにはその空間的側面でいくつかの問題がある．

第一に他の統計の小地域と合致しないため，分析

の幅が制約される．第二に不定形で面積に集落間

で著しい差があり，かつ，非居住地・非農用地を含

んでいる．このため地図化を経ての位置や距離と

いった空間的視点からの解釈が難しい．第三に経

年的に変わることがある．これらの問題を避ける方

法の一つはメッシュデータ化である．他の統計や自

然環境情報のメッシュデータと対応させて，農業・

農村の特性を分析するための活用の幅が広がる．

しかし農業センサスのメッシュデータは 1980 年を最

後として提供されていない．そのため本報告では

農業集落データから GIS を活用してメッシュデータ

を作成し，他のメッシュ統計と組み合わせて，農業

と環境条件との対応を分析する．今回は耕作放棄

地率に着目して実施した．  
(2) 方法： 対象地域を群馬県として耕作放棄地率，標

高，傾斜，人口密度のメッシュデータを作成し，関

係を統計的に検討した．耕作放棄地率は，2005 年

農林業センサス農業集落データから耕地面積と耕

作放棄地面積を求め，吉村（2005）の手法に則り

ArcGIS にて 3 次メッシュに按分した値から算出した．

標高と傾斜の 3 次メッシュデータは，基盤地図情報

（数値標高モデル）10ｍのデータをラスター化して

得た標高値と，その標高値から計算した傾斜値と

をそれぞれ 3 次メッシュごとに平均して作成した．

人口密度は，2005 年国勢調査の 3 次メッシュ総人

口を，ArcGIS で計算した個々の 3 次メッシュの面

積で割って求めた．図 1 と図 2 に対象地域の耕作

放棄地率と傾斜の分布を示す． 
(3) 結果： 傾斜と耕作放棄地率のあいだにやや強い

関係が認められた．狭隘な谷の刻まれた山間部の

耕作放棄地率が高い．傾斜が増すほど耕作条件

が悪く，または高齢化率や人口流出で労働力が不

足し，耕作放棄が進んだという関係が考えられる．

一方平野部や緩傾斜地では耕作放棄地率が相対

的に低い．耕作放棄地率と標高，および耕作放棄

地率と人口密度の相関は弱かった．これらには傾

斜が介在している可能性が読み取れる． 
(4) 使用したデータ： 

・2005 年農林業センサス農業集落データ 
・国土数値情報 3 次メッシュ土地利用（平成 18 年） 
・基盤地図情報（数値標高モデル）10m 
・2005 年国勢調査メッシュデータ 
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     図 1：耕作放棄地率の分布      図 2：傾斜の分布（農業データの所在メッシュのみ） 


